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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社リソー教育 

 

[企業 ID]  4714 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 2 月期 第 3 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 第 3 四半期 

 

[日程]   2024 年 1 月 18 日 

 

[ページ数]  27 

  

[時間]   15:30 – 16:09 

（合計：39 分、登壇：18 分、質疑応答：21 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  天坊 真彦（以下、天坊） 

取締役副社長（CFO） 久米 正明（以下、久米） 
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登壇 

 

天坊：皆様、こんにちは。リソー教育の天坊です。よろしくお願いいたします。 

久米：リソー教育の久米です。よろしくお願いします。 

天坊：定刻になりましたので、2024 年 2 月期第 3 四半期決算説明会を開始いたします。今回は第

3 四半期ということで、オンラインでの決算説明会開催とさせていただきました。皆様にはご不便

をおかけいたしますが、ご理解のほど、何卒よろしくお願いいたします。 

 

久米：本日の流れとしましては、資料を基に、2024 年 2 月期第 3 四半期の実績と実績の背景、株

主還元策、中期経営計画、今後の展望についてご説明した後、Q&A 機能にてお送りいただきまし

た質問へご回答いたします。説明中でも Q&A よりご質問をお送りいただけますので、よろしくお

願いいたします。 

それでは社長、よろしくお願いします。 
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天坊：それでは早速ですが、当期 2024 年 2 月期第 3 四半期の実績についてご説明いたします。 

売上高は前期比 2.3%増の 237 億 7,100 万円、営業利益は前期比 2.8%増の 16 億 7,000 万円、経常

利益は前期比 1.9%増の 16 億 9100 万円、当期純利益は前期比 15.1%増の 11 億 7,600 万円となり

ました。 
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この実績の背景ですが、売上高は、主力事業である学習塾事業での売上増に加え、学校内個別指導

事業、人格情操合宿教育事業での売上増により、前期を若干上回ったという状況です。 

利益につきましては、売上高増に加え、費用の戦略的な見直しにより、こちらも前期を若干上回っ

たという状況です。 

特に子会社の名門会で、前年同期比 1 億 2,400 万円、スクール TOMAS で前年同期比 2 億 1,400 万

円、利益が増加したということが大きく影響しております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

5 
 

 

セグメント別の状況ですけれども、学習塾事業では、TOMAS が第 1 四半期に中目黒校 1 校を新規

開校、二子玉川校、センター北校、千葉校の 3 校をリニューアル。さらに第 2 四半期に、練馬校、

四ツ谷校の 2 校をリニューアル。そして第 3 四半期に勝どき校、自由が丘校 2 号館、御茶ノ水校

の 3 校を新規開校いたしました。第 3 四半期までに累計 4 校を新規開校、そして 5 校をリニュー

アルしております。 

第 3 四半期末の教室数につきましては、TOMAS、メディック TOMAS、Spec.TOMAS を合わせた

学習塾の教室数は、合計で 103 校。英会話教室は 12 校となっております。 

なお第 4 四半期では、12 月に船橋校を開校しております。 
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第 3 四半期末の生徒数につきましては、前年同月比 1.4%減となりました。しかし 3 月に行った価

格改定の影響により、第 3 四半期末の平均単価は、前年同月比 3.3%増となっております。 

TOMAS では今期、営業部門で重点校舎を選定し、営業を集中しました。さらに教務部門では、第

3 四半期より、電話での進捗報告、課題の共有など、コミュニケーションを取ります TEL 訪問と

いう戦略の見直しを行って、顧客サービスのあり方を改善し、その結果、退会防止につながり、生

徒数は回復基調にあります。足元の 12 月では、生徒数がほぼ前年並みに戻ってきている状況で

す。 
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続いて家庭教師派遣教育事業ですが、第 1 四半期に、名門会京都駅前校 2 号館を新規開校。千葉駅

前校を津田沼駅前校へ統合。第 2 四半期には、西広島駅前校を広島駅前校へ統合いたしました。第

3 四半期末の教室数につきましては、名門会が 36 校、MEDIC 名門会が 2 校、TOMEIKAI が 12 校

となっております。なお第 4 四半期では、1 月に名門会岡山サテライト校を岡山駅前校へ統合して

おりまして、2 月に TOMEIKAI で 2 校の閉校を予定しております。 
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第 3 四半期末の生徒数につきましては、前年同月比で 9.3%減となりました。3 月に行った価格改

定の影響等によりまして、第 3 四半期末の平均単価は前年同月比 9.5%増となっております。名門

会では、先ほどもお伝えしましたが、経費の効率的使用による費用削減等によりまして、前年同月

比で利益が 1 億 2,400 万円増加いたしました。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

 

次に、幼児教育事業ですが、第 1 四半期に伸芽’S クラブ学童二子玉川校、コナミスポーツ伸芽’S

アカデミー西宮校を新規開校。そして伸芽会二子玉川教室、コナミスポーツ伸芽’S アカデミー品川

校をリニューアル。 

第 3 四半期には伸芽会四条烏丸教室、西宮北口教室の、関西の 2 教室を閉校いたしました。第 3

四半期末の教室数につきましては、伸芽会が 22 教室、伸芽’S クラブ託児が 8 校、コナミスポーツ

伸芽’S アカデミーを含む伸芽’S クラブ学童が 21 校となっております。 
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第 3 四半期末の生徒数につきましては、前年同月比で 3.5%減となりました。そして夏期講習会お

よび学年替わりである 11 月から価格改定を実施しておりまして、第 3 四半期末の平均単価は、前

年同月比 1.9%増となっております。 
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次に学校内個別指導事業ですが、第 3 四半期末の稼働校数は 81 校となっております。 

スクール TOMAS はようやく経営が安定してきておりまして、第 3 四半期末の平均単価は前年同月

比 19.8%増となっております。目安としております月額平均売上高 300 万円以上の学校が、前年

同月比で 7 校増加しておりまして、合計 38 校。月額平均 500 万円以上の校舎も 4 校増加してお

り、合計 10 校となっております。 

最近では、同業他社の参入もかなり多く見られるようになってきました。当社では TOMAS の進学

個別指導のノウハウを基に、人がきちんと学習の進捗管理を行い、学校の進学実績向上に貢献して

いるというところが、差別化のポイントだと考えております。 

また、学校の進学実績サポートだけでなく、学校の先生方の長時間労働問題を解決する一つの手段

として評価されているという側面もございます。現在まだ多くの学校からの問い合わせもあります

し、また営業活動もしっかり行っておりまして、100 校導入も目前という状況です。さらに、既に

導入している学校の導入学年、これがまた年々広がっていくことからも、今後の増収を見込んでい

るという状況です。 
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引き続き丁寧な教室展開を進めることで、TOMAS、名門会、伸芽会の主力 3 事業に続く 4 つ目の

柱になることと期待しております。 

 

続きまして、株主還元策、こちらにつきまして副社長の久米よりご説明いたします。 

久米：昨年の 4 月 21 日に開示しておりますとおり、安定的な利益還元に配慮をしながら、内部留

保を充実していくという方針に変わりありません。 

1 株あたり 10 円配当は、予定通り実施していきたいと思っております。配当性向は、予定通りの

利益を上げますと 74.9%ということになります。今、株価の利回りは 4.2%程度となっておりまし

て、株価が少し安いなというふうに思っていますが、配当は予定通り実施してまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

 

続いて中期経営計画について、社長の天坊より説明申し上げます。 

天坊：今後の見通しにつきましてご説明申し上げます。まず中期経営計画、こちらにつきましては

昨年 4 月 21 日付の新中期経営計画策定に関するお知らせを公表しましたけれども、こちらの公表

後も引き続き人件費や諸物価の高騰が続くなど、かなり状況が変化しています。 

こういうことも鑑みまして、現在改めて中期経営計画を策定しており、数値についても算定中でご

ざいます。新たな中期経営計画につきましては、第 4 四半期、本決算をめどに発表する予定となっ

ておりますので、発表をお待ちいただければと思います。 
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そして中長期の見通しでございますが、学習塾業界におきましては一部、首都圏での小学校、中学

校の受験者数は増加傾向にあります。ただやはり少子化の傾向自体は今後も続くと見込まれます

し、その受験の過熱というものもどこかで頭打ちになる、一過性のものと考えざるを得ません。 

当社では、囲い込み戦略による縦軸、そして異業種との提携による横軸、こちらを拡大させること

により、継続的に成長させたいと考えています。縦軸はこれまで推し進めてきました既存事業の成

長、横軸はこどもでぱーとなど、新たに展開する事業ということになります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

15 
 

 

まず新たな事業としまして、TOMAS 中高生専用会員制自習室が 11 月よりスタートしました。先

日 TBS の朝の情報番組にも取り上げられましたが、この会員制実習室は、いわゆる難関大学を志

望する生徒を対象にした会員制自習室で、チューターとして、実力のある現役の東大生に常駐して

もらいまして、いつでも質問できるというところが特徴です。 

お家や図書館で勉強していると、わからないところはそのままにして、別の日に学校や予備校など

で質問することになりますが、ここで勉強すると、ちょっとでも何か引っかかるところがあれば、

すぐにチューターである東大生に質問することができます。 

また TOMAS とも連携をしておりまして、単元を深く理解したい場合はオプションで TOMAS の個

別指導を受けることもできるという仕組みになっています。東大、京大、国立医学部等を志望する

意識の高いトップクラスの学生にとっては、より効率的に勉強ができて、難関大学への合格者を輩

出できるのではないかと考えています。 

これによって、これまで TOMAS に通っていなかった生徒層が新たな顧客になる可能性があり、進

学実績に貢献してくれるのではないかと思っています。 
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次に当社の DX 推進についてご説明いたします。当期より、DX 戦略推進委員会を設置しまして、

コンサル会社のコンサルティングを受けながら、今後の DX 戦略について検討を進めています。 

現状、各社でバラバラに管理しているデータベース、これを統合することによりまして、重複して

いる機能を有するシステムを統一化でき、無駄なコストの削減、そして何よりデータベースを有効

活用して、グループ横断的に顧客に対するアプローチを行うことで、当社の囲い込み戦略をさらに

推進できると考えています。 

現在の試算では、業務のデジタル化により年間 58 万時間という時間の削減を見込んでおりまし

て、その時間を本来の現場社員の業務であります生徒や保護者、そして講師とのコミュニケーショ

ンの時間に集中できることによって、顧客満足度向上、退会防止、さらには新規入会増につながる

ものと考えています。 

業務管理効率化から顧客サービスの最大化、そして当社の強みを生かし、新たな教育サービスの展

開へとつなげてまいります。 
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次に、異業種との提携です。これについては今までも何度も説明をさせていただいております通り

ですが、当社とヒューリック、コナミスポーツの 3 社で展開するこどもでぱーとシリーズ、そして

伸芽会とコナミスポーツで展開するコナミスポーツ伸芽’S アカデミー、こちらが中心となります。 

こどもでぱーとシリーズにつきましては、先日の日経 MJ にも掲載されましたが、2025 年に中野

とたまプラーザに竣工予定です。また続いて、2026 年には渋谷にて開業予定です。共働き世代の

増加によって、子供の塾や習い事、学童のニーズが高まっています。 

こどもでぱーとには子供の急な体調不良に対応できるよう、クリニックの入居も視野に入れており

ます。また、習い事の教室を移動する手間を減らし、ワンストップでサービスを提供することで、

子育て世代の需要を取り込む考えです。 

現在、中野、たまプラーザ、渋谷の 3 件と合わせまして計 7 物件で具体化が進んでいる状況で、

2029 年までに 20 棟まで広げる構想でいます。 
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次に、コナミスポーツとの提携についてご説明いたします。幼児教育事業の伸芽会とコナミスポー

ツとの提携では、勉強とスポーツの両立を支援する新ブランド、コナミスポーツ伸芽’S アカデミー

を展開しております。2022 年 4 月に品川校を開校し、おかげさまで満員御礼となり、昨年 4 月に

増床いたしました。また同じく昨年 4 月に西宮校を開校しておりまして、来期になりますが、今年

の 4 月に武蔵小杉校をさらに開校予定という状況です。この 3 校を含め、今後首都圏、関西エリア

で 20 校まで展開する予定でいます。 
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最後になりますが、今年は年明けからショッキングなニュースが続きました。被害に遭われた方に

は心よりお見舞い申し上げます。 

学習塾業界では、今月 1 月 10 日に埼玉県を皮切りに私立中学の入試が始まりました。さらに先週

末 13 日、14 日と大学入学共通テストが実施されました。いよいよ受験本番という状況です。当社

では生徒の皆さんが 1 人でも多く夢の志望校に合格できるよう、最後まで寄り添い、柔軟で臨機応

変な指導を心がけかけております。 

当社では引き続き生徒の個性を尊重しつつ、質の高い教育サービスを提供することで、これからも

企業価値を高め、成長拡大を続けたいと考えています。引き続き、持続的成長と企業価値向上に努

めてまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

以上で説明を終わらせていただきます。ご清聴いただき、ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

久米[M]：それではここから質疑応答の時間とさせていただきます。いつものように画面下にござ

います Q&A から質問をお受けいたしますので、質問をお送りください。 

質問者[Q]：通期の業績予想は据え置かれているが、達成には 4Q で 13 億円程度稼ぐ必要がある。

この蓋然性について。 

久米[A]：現在、開示しています通り達成率の進捗具合は、営業利益はまずまずで、経常利益が少

し遅れてるという状況です。当期利益については、ほぼ通期予想通りの可能性があると見ておりま

す。 

先ほど天坊から説明がありましたように、TOMAS の生徒数が去年、ずっと減少していたんです

が、12 月からかなり復調傾向にあるということと、伸芽会が今年もセクター別に見ると少し遅れ

てるんですけども、11 月から全般的に値上げをしております。その効果が 11 月、12 月、1 月、2

月と出てきますんで、予算通りにいけば当期利益については修正する必要は全然ないと思っていま

す。 

営業利益についても、かなり復調すると思います。経常利益については、少し厳しいと考えてま

す。今のところ修正は考えていませんが、配当については間違いなく大丈夫という感触を今のとこ

ろ持ってるということです。 

ですから先ほど申しましたように、第 4 四半期で生徒数が復調してることと、冬期講習も順調であ

ったということ。それから来期に向けての生徒の契約も順調であることを考えると、今のところ修

正をする必要はないと考えております。 

天坊[A]：現状今、その達成に向けて頑張っていくという状況でございます。 

質問者[Q]：従属上場子会社の開示充実要請がありますが、こちらについてコメント頂戴できない

でしょうか。 

久米[A]：これは承知しております。今どういうふうに開示するか、役割をどうするかとか、連携

についてなど、まだまとめておりませんので、準備次第、開示します。 

東証から要請があることは承知してまして、今作業中ですのでご理解いただければと思います。 

質問者[Q]：学校内塾の今後の拡大速度・規模、業績インパクトを教えてください。 
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天坊[A]：スクール TOMAS ですね。今期状況が良いのは、安易な展開をしなかったということで

す。しっかりとご提案をさせていただいて、サービスをしっかりできる金額、要するに月当たりの

単価となりますけれども、それをいただけるような提案をしっかりしたということですので、今後

の拡大速度はちょっと遅くなるんではないかなと思います。 

ただ来期には 100 校望めるようなところまでいくと思いますし、将来的には 120 校、150 校と増

えていくんではないかなと考えています。 

丁寧に伸ばしていきたいとは考えておりますので、規模、インパクトというのは、今現状ですか

ら、100 億を目指すというような状況かなと考えています。丁寧に育てていきたいと考えていま

す。よろしいでしょうか。 

質問者[Q]：株価・資本コスト経営の開示意向についても同様に教えてください。 

久米[A]：これは先ほどの回答の重複になるんですが、東証の要請については、まとまり次第発表

するので、ちょっと待っていただけますでしょうか。要請があったことは十分承知しています。 

天坊[M]：よろしくお願いします。 

質問者[Q]：全体の傾向として大学受験では年内入試で進学を決めてしまう生徒さんが増えている

と聞いていますが、通常水準より多い退塾等が出ていたりはしませんか。 

天坊[A]：大学入試に関してそういう傾向は増えています。入試が早く終わるという状況は続いて

います。ただ、弊社は個別指導ですので、しっかりと最後まで対応します。受験が終わっても、大

学へ向けての授業をするという生徒もいますし、あとは難関大学、難関医学部を目指す生徒が多く

在籍しておりますので、そちらは入試まで続けていくという状況です。 

ただ、AO 入試ですとか、総合選抜型といいますか、そういった入試でどんどん決まっていく生徒

さんは増えているという事実はあります。 

質問者[Q]：生徒数が減少していますが、既存事業の業態別の競合状況の認識を教えてください。 

久米[M]：名門会と、例えば TOMAS でかぶっちゃって。既存事業の業態別の競合状況って、そう

いうことでしょうか。 

天坊[A]：そういうご質問の意味であれば、そこまで食い合ってるという状況ははないと思ってい

ます。 
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久米[A]：たぶんスクール TOMAS なんかやると、TOMAS に行く人が少なくなっちゃうんじゃな

いかと、こういうことも言ってるのかもしれませんけど、本当にそこはないです。 

天坊[A]：新たな生徒が増えているという状況が大きいかなと考えています。 

久米[A]：逆に既存事業の生徒情報っていうのは各社が個別に持ってて、それを、われわれとして

は情報共有をグループ全体としてまだできてないんです。例えば伸芽会の情報は TOMAS や名門会

では持ってないので、今それを DX でやろうとしてます。 

もちろん顧客情報なので、そのシステムができたら保護者に同意を得て、顧客情報の共有化を図っ

ていくんですが、その相互間の連携を今まさにしようとしているところです。各社間の連携をする

ことでシナジー効果をもっと上げようとしてるということですね。 

大体 3 年後をめどにやろうとしてるということです。それがさっき言った DX 戦略委員会でやって

る新たな取り組みです。 

質問者[Q]：株価はなぜ低迷していると考えてますか？ 

久米[A]：一時期 500 円でしたが今は半分以下、利回りも 4.2%になってて、低迷というふうには考

えてます。 

当社の株価が低落した一番の直接の原因は、配当政策を見直したというところにあると考えてま

す。配当で買ってくれていた投資家が離れていったということも事実だと思ってますが、成長戦略

に重きを置いた経営に今、舵を切っているということです。 

それが示せればまた再評価をいただけるっていうことと、われわれの業界全体を見ますと、少子化

でマーケットの評価が業界全体を通して低くなってるとも考えてます。 

ですから、前々から当社は教育事業をもちろんしてますが、サービス業って観点で会社をやってま

す。IR でも説明したように、縦軸と横軸を広げることによって、塾だけじゃなくてもっといろん

なところとも連携して、この教育の幅というのを広げて成長していこうと思ってますので、そこを

示せれば、評価も上がってくると考えます。 

ですからこの質問については、当社が今やろうとしてることを投資家の皆様になかなかご理解いた

だけてないので低迷してると考えています。 

天坊[A]：やはり株価は、頑張って業績を出して評価していただくしかないかなと思ってます。 
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質問者[Q]：伸芽会について確認させてください。受験局、伸芽’S クラブ学童について、在籍児の

動向はいかがでしょうか？ 

天坊[A]：現状、受験局の生徒数が減っているという状況ではあります。ただ 11 月からしっかりと

立て直していくという意向は受けておりますので、今鋭意立て直しているところです。 

学童は順調に伸びています。校舎数も増えておりますし、在籍生徒数も増えているという状況はこ

れまでと変わっていません。 

質問者[Q]：ヒューリックにとっては、御社はどのような位置づけで株を持たれているのでしょう

か？ヒューリックのビルのいちコンテンツということですか？御社にとってもヒューリックの駅前

立地の良いビルに優遇賃料で入れるようなメリットはあるのですか？ 

久米[A]：ヒューリックは、ビル事業不動産業の他に「高齢者・健康」「観光」「環境」と K とつ

く領域のビジネスに注力していると開示してます。 

その K の中の 1 つとして、リソー教育を通して「教育」という領域にも幅を広げる考えです。 

今、こどもでぱーとが具体的な形で見えるものなんですが、これの他にも教育という観点からいう

と、例えば食育であるとか、医療であるとか、金融教育であるとか、いわゆる教育全般について展

開を考えていて、その入口を、リソー教育を中心にやっていくという位置づけだと、私どもは理解

してまして、ヒューリックからもそういうことで聞いております。 

ヒューリックは確かに駅前の立地の良いビルをお持ちなんですが、優遇賃料ということでは特にな

いです。ただ情報は先に届きますし、もちろん家賃の交渉にも乗っていただいてるということで、

優遇賃料ではないんですが、優遇扱いのメリットは当然あります。われわれに選ぶ権利があるとい

うことで、押し付けられているっていう話ではないです。非常にメリットがあるということです。 

このこどもでぱーとの賃料については合理的な値段で提案をしていただいてるから、われわれはそ

こに入るということです。 

質問者[Q]：特に伸芽会での値上げが顕著ですが、これによる顧客離れが起きる懸念はありません

か。 

天坊[A]：値上げによって顧客離れが起きるということは基本的にはないと考えていますが、やは

りそれに見合うサービスかどうかということが大きいのではないかなと経営側としては捉えている

という状況です。 
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質問者[Q]：御社内の業態別の食い合いが無い件は理解しました。競合他社との生徒獲得競争は激

化と、優位性劣化はしていませんか？ 

天坊[A]：そうですね、これはもうサービスを常に向上していくしかないと思います。あと差別化

ですね。それしかないと考えています。 

やはり伸芽会は、そういったところももしかしたら表れてるんではないかなとは考えています。そ

うしたところもテコ入れしていかないといけない。それは当然、今の課題として捉えています。競

争は激しくなっているというのは、おっしゃる通りです。 

久米[A]：現状、他社の決算を見ますと、当社が負けてるとはあんまり思ってないです。当社は完

全個別 1 対 1 っていうのをいち早く打ち出して、お客様に受け入れられています。同業他社と差別

化できていると、数字を見て感じています。 

生徒数が落ちてるっていうのは、先ほど言ったようにサービスの部分で社内的要因だと思ってます

ので、差別化の部分で負けてるという感じはしないです。 

天坊[A]：常にやっぱりブラッシュアップはしていかなきゃいけないという状況だと思います。 

質問者[Q]：有名小学校の定員を考えると、伸芽会に来る子供の大半は思うような合格が得られず

に公立や第二志望以下の小学校に行くのでしょうけど、そういう生徒を中学受験に向けてどの程度

取り込めているのですか？  

天坊[A]：伸芽会の生徒をどれぐらい中学受験に取り込めているか。ここはまだつながりがあまり

大きくはないです。伸芽会に通っていた生徒が TOMAS に通うというのはもちろんあるんですけれ

ども、そこがエスカレーター式につながっているかというと、そうではなくて。 

小学校の受験というのは、年長さんの 11 月で終わります。その後すぐに TOMAS っていうのはな

かなか考えにくいところだと思います。1 年生の生徒もいますが多くはないです。TOMAS で受験

を考えると、早くても 2 年生なので伸芽会から TOMAS っていうのは、そこまで多くはないと思い

ます。 

久米[A]：まさにご指摘のところが、新たに取り組んでいる DX の説明になるわけです。 

生徒情報をグループ間で共有することでシナジーを高めていくっていうところがシステム化できて

ないので、DX 戦略推進委員会で大きなテーマとして 3 年後をめどにした計画でやっています。 

天坊[A]：あと今、伸芽会の受験局から学童への継続というところはとても力を入れていて、学童

から TOMAS へという流れもできていると考えています。 
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久米[M]：たくさんのご質問をいただきありがとうございました。それではこれで説明会を終了さ

せていただきます。 

天坊[M]：新たなご質問はまた経営企画部のほうにいただければと思います。本日はありがとうご

ざいました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す  
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